
日　 時 ： ２００４年３月４日（木）  １３：００～１７：15　　　※参加費無料

会　 場 ： 六本木フォーラムタワーホールＢ

（〒106-6149 東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー49階）

主　 催 ： 文部科学省振興調整費科学技術政策提言プログラム「横断型科学技術の役割とその推進」

後　援  ： 横断型基幹科学技術研究団体連合（横幹連合）

【Time Table 】

13:00～13:05　開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　 研究幹事・全体司会　 出口光一郎（東北大学）

13:15～13:55　政策提言報告　　　　　　　　　　　　　　 　　　 研究代表　 木村　英紀 （東京大学）

14:05～14:45　基調講演

　　　　　　

14:55～15:55　海外報告　　　USA　　　Prof. Masayoshi Tomizuka（National Science Foundation）

中国　　　Dr. Shouyang Wang （Chinese Academy of Science）

15:55～16:35　横幹科学技術に期待する　　　桑原　洋  （日立マクセル(株)、前総合科学技術会議議員）

16:35～17:15　横幹連合の役割　　　　　　　　  吉川弘之（横断型基幹科学技術研究団体連合会長）

平成15年度文部科学省振興調整費科学技術政策提言
「横断型科学技術の役割とその推進」シンポジウム

～ 21世紀わが国の科学技術立国への新展開 ～

申込み方法 ： 下記の参加申込み書にご記入のうえ、faxまたは電子メールにて前日までにお申し込みください。

【連絡先】計測自動制御学会内シンポジウム事務局 tel:03-3814-4130 fax:03-3814-4699 e-mail:symposium@transdisci.jp

「横幹科学技術に期待する」参加申込み書

お名前：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

ご所属：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

電子メール：　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 

ご連絡事項：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【連絡先】計測自動制御学会内 シンポジウム事務局 
tel: 03-3814-4121  fax: 03-3814-4699 e-mail:symposium@transdisci.jp

13:05～13:15　ごあいさつ　　　　　　　　　 　　　   米倉　実 （文部科学省研究振興局基礎基盤研究課長）

休憩

休憩

「ロボットとバーチャルリアリティからみた横断型基幹科学技術の将来」　舘　　    暲　 （東京大学）

shimizu

shimizu

shimizu
【Time Table 】（ 予定）
13:00～13:05　開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　研究幹事・全体司会　出口光一郎（東北大学）
13:15～13:55　政策提言報告　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表　木村　英紀（東京大学）
13:45～14:25　基調講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舘　　暲　（東京大学）
14:35～15:35　海外報告　　　USA　　　Prof. Masayoshi Tomizuka（National Science Foundation）
中国　　　Dr. Shouyang Wang （Chinese Academy of Science）
15:45～16:45　横幹科学技術に期待する　　　桑原　洋（日立マクセル(株)、前総合科学技術会議議員）
16:50～17:30　横幹連合の役割　　　　　　　　吉川弘之（横断型基幹科学技術研究団体連合会長）
13:05～13:15　ごあいさつ　　　　　　　　　　　　米倉●●（文部科学省科学研究振興局基礎基盤課長）
休憩(5分)
休憩(10分)
休憩(10分)



【地下鉄】

日比谷線「六本木」駅下車 徒歩0分※コンコースにて直結
大江戸線「六本木」駅下車徒歩4分
大江戸線「麻布十番駅」下車徒歩4分
南北線「麻布十番」駅下車徒歩7分

六本木フォーラム　タワーホールB
東京都港区六本木6-10-1六本木ヒルズ森タワー49階




